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終末期がん患者の在宅療養支援体制の構築に関する研究 

目的 本研究の目的は、終末期がん患者の在宅療養および在宅での看取りの現状と課題を

明らかにすると共に、終末期がん患者の在宅療養支援体制の構築と充実に向けた対策を検

討し、そのあり方を提言することである。 

方法 研究 1は、医療機関に対する質問紙調査を実施し、医療機関における終末期がん患者の在
宅療養支援体制の現状と課題を明らかにし、体制強化に向けた方策を検討した。研究 2は、訪問
看護ステーションに対する質問紙調査を実施し、終末期がん患者の在宅療養および在宅での看取

りに関わる訪問看護ステーションの活動の現状と支援を行う上での課題を明らかにし、課題解決

の方策を検討した。研究 3は、病棟・外来・退院支援部門に所属する看護職に面接調査を実施し、
終末期がん患者の在宅移行の現状、必要な看護活動、看護上の課題を明らかにするとともに、終

末期がん患者の在宅移行・在宅療養支援の充実に向けた方策を検討した。研究 4は、終末期がん
患者の在宅療養支援体制づくりを実践し、終末期がん患者の在宅療養支援体制づくりに必要

な事柄を明らかにした。以上、研究 1～4の結果を統合し、終末期がん患者の在宅療養支援体制の

構築と充実に向けた対策のあり方を提言する。 

結果 
1．終末期がん患者の在宅移行・在宅療養および看取りを支援する上での病院の課題として、退
院支援部門・相談部門における看護職の配置や担当者を検討する必要性、緩和ケアチームの活

動充実に向けた取り組みの必要性が明らかになった。 
2．終末期がん患者の在宅療養・在宅での看取りを支援する上で整備すべき事柄として、【後方支
援病院との連携強化】【早期の訪問看護導入】を含む 12項目が得られた。 

3．終末期がん患者の在宅移行・在宅療養および看取りを支援するために必要な看護実践能力と
して、【今後に関する患者・家族の意思を確認し、それを尊重した支援を行う】【患者を生活者

の視点で捉え支援する】を含む 11項目が得られた。 
4．終末期がん患者の在宅移行の推進には、緩和ケアチームの活動の浸透、終末期がん患者の看
護に携わる看護職の認識の変化が影響していた。また、病院の看護職と地域で活動する看護職

との連携や診療所で活動する看護職に対し学習の機会を提供する必要性が確認された。 
考察 終末期がん患者の在宅移行・在宅での看取りを実現するためには、対象者を生活者として

捉え、限りある時間の中で日々の看護を的確に実践するとともに、終末期がん患者への支援能力

を高めるために看護職の教育を充実させる必要がある。また、医療機関においては退院支援部門

の設置をする等、地域の看護職との連携が円滑に進むよう体制を整備することが重要である。 
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    ［審査結果要旨］                                          （800 字～1,000 字） 
本研究（題目「終末期がん患者の在宅療養支援体制の構築に関する研究」）は、終

末期がん患者の在宅療養および在宅での看取りの現状と課題を明らかにするととも

に、終末期がん患者の在宅療養支援体制の構築に向けた取組みを実践・評価し、それ

らをふまえて支援体制の充実に向けた対策のあり方を追究したものである。 

終末期がん患者の在宅療養支援体制と在宅での看取りの現状と課題を把握するた

めに岐阜県の医療機関と訪問看護ステーションを対象に質問紙調査を実施し、退院支

援部門・相談部門における看護職の配置、緩和ケアチーム活動の充実、後方支援病院

との連携強化、および早期の訪問看護導入等が課題であることを明らかにした。 

また、在宅移行および在宅療養支援の充実に向けた方策を検討するために看護職（

病棟・外来・退院支援部門）に面接調査を行ない、患者・家族の意思の確認、および

生活者の視点で捉えた支援の充実等が重要であることを示した。さらに、地域医療を

中心的に担う医療機関を素材として在宅療養支援体制構築のために、看護職の意識向

上への働きかけ、事例検討会の開催、病院と地域との連携等の取組みを病院看護職と

ともに行なった。これらを通して地域における多要因からなる在宅療養支援体制のモ

デルを示した価値ある論文である。これらの過程を的確にデータ化し分析し考察して

おり、取組み全体として評価できる。 

本研究科の倫理基準に基づいており、倫理上の問題もなく、論旨に一貫性があり、

適切に記述されている。 

 なお、審議会議のうち2回は当該学生が出席し、教員からの口頭試問に応答し、か

つ直接に指導を受けた。この過程を最終試験として合格とした。 

以上のことから、博士論文と認め、合格とする。 

 




